
 

 

研究課題名 

（研究番号） 

「つながる」を用いた一斉送信機能の開発と、新たながん患者フォローアップ体制の評

価検討　（2026-028） 

当薬局の研究責任者 

（所属） 

野口　龍司（日本調剤東関東支店薬剤第2部） 

 

他の研究機関および 

各施設の研究責任者 

関根　亜由美（日本調剤　柏の葉公園薬局） 

 

本研究の目的 

服薬フォローアップツール「つながる」の一斉送信機能に対する患者の応答履歴を後

ろ向きに評価し、専門医療機関連携薬局における新たながん患者フォローアップ体制

の有用性を提示します。 

調査データ 

該当期間 

2025年5月1日～2025年8月31日までの情報を調査対象とする。 

 

研究の方法 

（使用する試料等） 

●対象となるデータ・利用する情報 

2025年5月1日～2025年8月31日までの期間に当薬局において、「つながる」を用

いてメッセージを一斉送信したがん患者からの応答履歴（応答の有無、相談内容、介

入実績など）。 

試料/情報の 

他の研究機関への提供 

および提供方法 

他の機関への資料・情報の提供はありません。 

 

 

個人情報の取り扱い 

データ抽出の際、患者氏名・生年月日・住所等の個人を特定できる情報は削除し、連

結不可能匿名化を施した上で解析を行います。収集したデータはセキュリティ管理さ

れた店舗の端末に保存し、研究結果発表の際も特定の個人が識別される情報は一

切含みません。 

本研究の資金源 

（利益相反） 

本研究に関連し開示すべき利益相反関係にある企業等はありません。 

 

お問い合わせ先 
日本調剤株式会社　ホームページお問い合わせフォーム 

https://www.nicho.co.jp/inquiry/ 

備考 研究期間：2026年6月30日まで 

 


